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‘遠隔細胞の細胞膜を連結する

TNT (tunneling nanotube)形成の分子機構‘


TNTはマクロファージや樹状細胞の細胞膜を連結することで、遠隔細胞間にCaシグナルなどを伝達する
細胞間構造である。TNT形成の分子機構は不明であったが、われわれは、M-Secと名付けた機能未知の
分子が、低分子量GTPase、のひとつであるRalやexocyst複合体と相互作用することにより、TNTの形成因
子として機能することを見出した。 
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